
第 421 回 ぬましんストリートギャラリー　

2023.5.18thu.→ 6.30fri.

MATSUZO OHNUKI

協力：株式会社 全音楽譜出版社／神楽坂 パリ･マルシェ 

大貫松三展 

生誕 118 年　
世界の音楽家を描いた

 　ブラームス　㈱全音楽譜出版社所蔵　　　　　　



この度、沼信ストリートギャラリーでは、戦後全国
の学校音楽室で飾られ、誰もの記憶に残っている “世
界の音楽家” を描いた画家大貫松三展を開催いたし
ます。
東京美術学校卒業、官展を中心に活躍、昭和 24 年
官展を離れ 6人の同志と立軌会を創設、昭和 44 年
立軌会を離れ、亡くなるまで自由な立ち位置で穏や
かな優しい作品を多く残しました、今回全音楽譜出
版社様所蔵作品を中心に展観いたします。

大貫松三　略歴

1905（明 38）10/3	 神奈川県愛川町に生まれる
1931（昭	6）	 26 歳	 東京美術学校西洋画科卒業　
	 	 平塚高等女学校美術教諭　
1936（昭	11）	31 歳	 画業専念のため平塚高等女学校退職
1937（昭	12）	32 歳	 第 1回新文展「子供達」特選　
	 	 京都市美術館買い上げ
1938（昭 13）	33 歳	 第 2回新文展「O先生と孫」特選
1949（昭 24）	44 歳	 官展を離れ	同志 6人と立軌会創設
1950 ～　　　		 全音楽譜出版社発行カレンダー
	 	 ”世界の音楽家” の原画を描く
1960（昭	25）	45 歳	 東京美術学校各科同期生 14名で
	 	 「六窓会」結成　昭 29年解散
1969（昭 44）	64 歳	 団体展に疑問を抱くようになり
	 	 立軌会を退会
1982（昭	57）	75 歳	 「テレビ美術館出演」フジテレビ
　　　	 	8/31	 胃癌にて逝去
2005（平	17）			 「生誕 100 年目の発見湘南の画家・
	 	 大貫松三」展　平塚市美術館
2018（平 30）	 	 「チコちゃんに叱られる」
	 	 NHK	総合テレビ　音楽室の肖像画は？
	 	 で紹介される
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●沼津信用金庫本店のウィンドウギャラリー     ●JR沼津駅南口より徒歩5分      ●夜10時までライトアップ

沼津信用金庫本店 〒410-8610 沼津市大手町5-6-16
                      TEL 055-962-5200

鍋島正一展　光の街 –水の國
2022年11月1日（火）～11月25日（金）

第415回 ぬましんストリートギャラリー

東京駅　120号

　海外旅行の往来がはじまり街に賑わいが戻りつつある中、今月は
画力溢れる鍋島画伯の水の都ベニスや、雨上がりの夜の光に浮かぶ
東京駅を描いた大作等、光の中で色彩輝く作品をお楽しみください。
　ご来廊をお待ち申し上げます。

《作家ご挨拶》
　欧州、とりわけ長く滞在し親しんできたイタリア風景を描いてきました。
澄み切った空気の中、強い光が造る明暗のコントラスト、柔らかい空気が
醸し出す色彩の調和など尽きることのないテーマです。思えば、風景の中に
光と水を求めて来ました。そんな中で、ようやく東京や日本の風景の魅力に
気づいたところです。手強い相手ですが、都会の片隅に咲く草花や夕日に
闊歩する人々の後ろ姿、夜の雨に濡れた歩道の揺めきをヒントに仕事を進めて
いこうと思っているところです。
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